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の
安
全
を
守
る
！

い
つ
ど
こ
で
起
こ
る
か
わ
か
ら

な
い
救
急
や
災
害
。
魚
沼
消
防
署
で

は
、
３
つ
の
班
を
編
成
し
、
一父
代
で

２４
時
間
勤
務
体
制
を
と
つ
て
、
皆
さ

ん
の
命
と
財
産
を
守

っ
て
い
ま
す
。

出
動
の
鍵
を
握
る
の
が
皆
さ
ん

か
ら
の
１
１
９
番
通
報
で
す
。
１
１

９
番
は
、
郡
内
の
ど
こ
か
ら
か
け
て

も
魚
沼
消
防
本
部
の
指
令
室
に
つ

な
が
り
ま
す
。
指
令
室
で
は
、
通
報

を
も
と
に
消
防
や
救
急
の
出
動
を

指
示
す
る
ほ
か
、
病
院
、
警
察
な
ど

必
要
な
と
こ
ろ
に
連
絡
し
ま
す
。
つ
学

の
と
き
活
躍
す
る
の
ガ
緊
急
通
信

指
令
シ
ス
テ
ム
で
す
。

昭
和
６３
年
に
導
入
さ
れ
た
魚
沼

消
防
本
部
指
令
室
の
緊
急
通
信
指

令
シ
ス
テ
ム
が
老
朽
化
し
た
た
め
、

３
月
７
日
に
更
新
さ
れ
敲
し
た
。
１

億
３
，
０
６
２
万
円
を
か
け
た
最
新

シ
ス
テ
ム
で
、
１
１
９
番
通
報
を
受

信
す
る
と
電
話
番
号
が
す
ぐ
わ
か

り
、
瞬
時
に
通
報
し
た
場
所
の
住
宅

地
図
ガ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
画
面
に

表
示
さ
れ
ま
す
。
従
来
の
音
声
に
よ

る
指
令
だ
け
で
な
く
、
地
図
付
き
の

指
令
書
で
出
動
が
か
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
た
め
、
現
場
の
特
定
ガ

容
易
に
な
り
、
よ
り
早
く
到
着
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
≡面
葉
の
不
自
由
な
方
で
も
、

フ
ア
ク
ス
を
使

っ
て
救
急
車
な
ど

の
要
請
ガ
で
き
る
よ
う
、
緊
急
通
報

用
フ
ア
ク
ス

（朧
８２

・
５
１
１
９
）

も
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
１
１
９
番
の
い
た
ず
ら
電
話
は
、
絶

対
に
や
め
て
く
だ
さ
い
。
本
当
に
必
要

と
し
て
い
る
人
が
大
き
な
迷
惑
を
被
り

ま
す
。
な
お
、
携
帯
電
話
、
自
動
車
電
話

か
ら
の
１
１
９
番
通
報
は
、
上
越
市
、
長

岡
市
の
消
防
本
部
に
一
旦
つ
な
が
り
ま

す
の
で
、
切
ら
ず
に
お
待
ち
く
だ
さ
い
。
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排
出

４
月
か
ら

「家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
」

（特
定
家
庭
用
機
器
再
商
品
化

法
）
が
施
行
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
一
般
家
庭
や
事
業
所
か
ら
排
出
さ

れ
た
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、
エ
ア
コ
ン
、
洗
濯
機
の
４
品
目
の
有
用
な
部

品
や
材
料
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
、
ご
み
の

減
量
と
資
源
の
有
効
利
用
を
進
め
る
た
め

卵雑騨鞭肘が鋳
舞
顧
輸
「記悧棚細
館
評
幣

者
が
メ
ー
カ
ー
ま
で
運
ぶ
収
集
運
搬
料
」

＋

「
メ
ー
カ
ー
の
リ
サ
ィ
ク
ル
費
用
」
を
消

費
者
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

↓↓

↓

収
集

・
運
搬

廃家電 (テレビ・冷蔵庫・エアコン・洗濯機)の流れ

―破家庭・事業所

☆適正な31渡
踏化等に関すな)費用の支払い☆収集・再商[

宏電」l売業者

☆SIき取り義務

①自らガ過去に小売した対象機器

②買い換えの際に31き取りを求め

られた対象機器

☆引き渡し義務

リサイワん也ンクー

魚野

■不法投棄物
■左の①②以外で一般

家庭から持ちこまれ

たもの製造業者・輸入業者

☆弓き取り義務
■自らガ過去に製造・輸入した対

象機器

:A.基本的には消費者が負担することに |

なります。

消費者が小売業者に支払 う】又集・運搬料金は、そ

れぞれの小売業者で額を定めています。

消費者が家電メーカー等に支払 う再商品化料金

は、テレビ 2,835円、冷蔵庫 4,830円、エアコン
3,675円、洗濯機 2,520円 (消費税込み)と され
ています。この料金は、小売業者を通じて家電メー

カー等に支払われます。

A。 家電製品を買つたお店が、新しく買い |
換えるお店が引き取りに来てくれますよ

過去に家電製品を買った小売業者に連絡すれば、

家までラ|き 取 りに来てくれます。

買い換えの場合は、新 しい製品 を買 う店に引き

取 りを依頼します。

A.部品や原材料に再商品Tとしたり、燃料 ―
として利用したりします。      |
小売業者から家電メーカー等に引き波 された庁発

棄家電製品は、家電 メーカー等の再商品化施設で

再商品化で きる部分 とで きない部分に分けられ、

で きる部分は新 しい製品の部品や原材料、燃料な

どの熟源として再利用されます。

,

a
再商品化できない部分は

産業廃棄物として処分

再
商
品
化
等

Q.リ サイクルのための費用はどうする
の ?

a.廃棄する家電製品は、どこにヨ1き渡せ
ばいいの ?

Q.製造業者は、どんな処理をするの ?

(2)



“
中

家庭系不燃ごみ処理手数料蛸費税込み)

不
雰
一

夢
す

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
本
格

施
行
に
伴
い
、
不
燃
ご
み
処
理

手
数
料
が
改
正
さ
れ
ま
す
。

①
テ
レ
ビ
、
ム卯
蔵
庫
、
エ
ア
コ
ン
、

洗
濯
機
は
、
引
き
取
り
手
の

無
い
も
の
に
限
り
処
理
し
ま

す
。

②
直
接
不
燃
ご
み
を
搬
入
す
る

場
合
、
指
定
袋
に
入
れ
な
い

も
の
は
１
０
０
蛇
ま
で
４
０

r  Ⅲ

〕と

０
円
、
１
０
０
蛇
を
超
え
る

場
合
は
、
１
０
０
蛇
ま
で
毎

に
４
０
０
円
加
算
さ
れ
ま
す
。

（家
庭
ご
み
、
事
業
ご
み
と
も

同
額
。
）

【間
い
合
わ
せ
】

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
魚
野

胆
８２

・
４
０
４
８

住
民
課
環
境
公
害
係

Ｌ
８４

，
３
４
５
３

t〉 111'■ 11-→ ||ヽlt't=ヽ■くやヽ
'

串

◆

幸

ヰ

●

■

◆

牟

■

今

牛

■

●

■

■

ｔ

寺

◆

学

■
一
●

■

■

■

争

や

廃
棄
物
処
理
法
の
改
正
に
よ
り
、
４
月
１
日
か
ら

廃
棄
物
の
野
焼
き
が

一
部
を
除
き
、
全
面
禁
止
と
な

り
ま
す
。

▼
野
焼
き
を
し
た
人
は
、
処
罰

（３
年
以
下
の
懲
役
岩

■

し
く
は
３
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
、
ま
た
は
こ
の

，

併
科
）
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
一

▼
廃
棄
物
は
基
準
に
適
合
し
た
焼
却
炉
で
焼
却

一

す
る
か
、
あ
る
い
は
ご
み
処
理
場
や
専
門
の
処

●

分
業
者
に
出
す
か
の
ご
ち
ら
か
に
な
り
ま
す
。

杵

■
ド
ラ
ム
缶
及
び
こ
れ
に
類
似
す
る
も
の
は
基
準
に
，

適
合
し
ま
せ
ん
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

日
一
定
規
模
以
上
の
焼
却
炉
は
、
保
健
所
に
届
出

・
許

〓一

可
申
請
等
の
手
続
き
ガ
必
要
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
ｉ

▼
例
外
は
次

の
と
お
り
で
す
。
　
　

　

　
　

　

　

■

①
森
林
病
害
虫
等
防
除
法
な
ど
法
令
に
基
づ
く
も
の

中一

で
、
病
害
虫
の
付
着
し
た
木
の
枝
の
焼
却
な
ど
　
　
一↓

②
国
又
は
地
方
公
共
団
体
ガ
そ
の
施
設
の
管
理
を
行

一一

う
も
の
で
、
河
川
管
理
の
た
め
の
革
木
の
焼
却
な
ど

一
一

③
震
災
な
ど
災
害
予
防
、
応
急
対
策
ま
た
は
復
旧
の
た

一
・

め
の
も
の
で
、
災
害
時
の
木
く
ず
の
焼
却
な
ど
　
　
一ｉ

④
風
俗
慣
召
上
ま
た
は
宗
教
上
の
行
事
を
行
う
た
め

一．

の
も
の
で
、
ど
ん
と
焼
き
な
ど
　
　
　
　
　
　
　
　
・一

⑤
農
業
、
林
業
ま
た
は
漁
業
を
営
む
た
め
に
や
む
を
得

・‐ｉ

な
い
も
の
で
、
伐
採
し
た
枝
葉
の
焼
却
な
ど
　
　
　
，≡ャ

⑥
日
常
生
活
を
営
む
上
の
軽
微
な
も
の
で
、
た
き
火
、
一

キ
ヤ
ン
プ
フ
ア
イ
ヤ
ー
な
ど
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

【間
い
合
わ
せ
】

六
日
町
保
健
所

砒
７２

・
２
４
５
７

住
民
課
環
境
公
害
係

砒
８４

。
３
４
５
３

′

「一　
ヽ

|li■ :● ■ |● IⅢ

直接搬入する不燃

ごみ
100 kgまで毎に 400円

単 品 処 理 物   (単 位 :1台 )
テレビ

引き取 り手の無い

ものに限る

2, 835円

冷蔵庫 4, 830円

エアコン 3, 675円

洗濯機 2,520用

冷凍庫
100リ ットル未満 1,000円

100リ ットル以上 2, 000円

自動販売機 2, 500円

ボイラー 2, 000円

マットレス スプリング入り 1枚 2, 000円

スキー・スノーボード 300円

バイク
50 cc未満 2, 000円

50 cc～ 125∝未満 2, 500円

衣類乾燥機 1, 000円

電子レンジ 500円

除湿機 1,000円

デスクトップ型パソコン・ワープロ 1, 000円

廃棄物の野焼き禁止 !
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３
月
定
例
議
会
が
終
わ
り
、
平

成
１３
年
度

一
般
会
計
予
算

が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
予
算
額
は
、
前
年
度

当
初
予
算

に
比

べ
、
十
億
８
，
０
０

０
万
円

（２
．
５
％
）
増

の
７３
億
９
，

０
０
０
万
円
で
す
。
歳
入
で
は
、
前

年
比
で
財
政
調
整
基
金
か
ら
の
繰

入
金
約
３
億
円
、
公
甘
住
宅
債

の

借
り
入
れ
４
，
０
０
０
万
円
が
増

え
て

い
ま
す
。

平
成

１３
年
度

の
主
要
事
業

は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

①
清
滓
川
ダ
ム
開
題

へ
の
取
組
み

②
町
立
病
院
の
建
設
着

エ

電

③
ｌ
Ｔ
の
推
進
、
総
務
課
に
情
報

推
進
担
当
を
設
置

④
少
子
化
対
策

幼
児
医
療
費
の
助
成
拡
大

学
童
保
有
の
実
施
（湯
沢
地
区
）

⑤
居
住
環
境
整
備

（３
ヵ
年
計
画
）

中
子
宅
地
竜
成
地
設
計
費
計
上

原
新
田
町
せ
住
宅
建
設

⑥
町
内
循
素
バ
ス
構
想
の
検
討

⑦
税
の
徴
快
嘱
託
員
を
東
京
に
配

置
③

レ
ジ

ャ
ー
プ
ー
ル
付
近
の
土
地

を
公
園
用
地
と
し
て
購
入

⑨
湯
沢
高
原
ス
キ
ー
場

の
リ
フ
ト

架
け
替
え

予
算

の
内
容

に

つ
い
て
は
、
後

日
広
報
ゆ
ざ
わ
で
お
知
ら
せ
し
ま

ュ「ン。検
察
審
査
会
を
ご
存
じ
で
す
か
。

交
通
事
故
、
傷
害
、
詐
欺
な
ど
の

犯
罪

の
被
害

に
あ

っ
て
、
犯
人
の

処
罰
を
警
察
官
や
検
察
官

に
求

め

た
が
、
検
察
官
は
不
起
訴
処
分
に

し
て
し
ま

っ
た
。
ど
う
し
て
も
納

得
が
で
き
な

い
。
そ
ん
な
場
合

に

検
察
審
査
会
が
あ
り
ま
す
。

検
察
審
査
会
で
は
、
犯
罪

の
被

・

一

′

〒ぅぅr踏切での卜型ヨ醇i■
０
●

●

●

●

０

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

ヽ

害
者

（逮
族
＼
告
訴
人
、
各
発
人
か

ら
の
審
査
申
し
立
て
を
党
け
て
不

起
訴
処
分
に
誤
り
が
な
か

っ
た
か

な
ど
を
審
査
し
ま
す
。
審
査

の
結

果
に
よ

っ
て
は
、
不
起
訴
処
分
の

見
直
し
を
求

め
ま
す
。

審
査
を
す
る
人
は
、
選
挙
権

の

あ
る
人
の
中
か
ら
く
じ
で
選
ば
れ

た
日
人
の
検
察
審
査
員
で
す
。

(1

不
起
訴
処
分
に
不
満
の
あ
る
場

合

に
は
、
検
察
審
査
会

に
相
談
し

て
く
だ
さ

い
。
審
査

の
申
し
立
て

は
無
料
で
す
。

長
岡
検
察
審
査
会
事
務
局

（新

潟
地
方
裁
判
所
長
岡
支
部
内
）

ＴＥＬ

０

２

５

８

●

３５

ｏ

２

ｒ

４

１

不
起
訴
処
分
の
審
査
申
し
立
て
は
ど
こ
に
？

新潟運輸局管内において、過去3年間に発生した踏切

事故は 103件で、死者 17名 、負傷者駆 名に上っていま

す。事故では人的被害だけでなく、鉄道施設や列車の運

行の支障となるなど多大な被害が生じています。

事故原因の約 9割が自動車によるもので、踏切警報機

がな警報を発しているにもかかわらず進入して列車と衝

突したものです。また、クレーンや積載物が高さ制限を

超えた状態で通過する自動車による架線崩壊事故も過

去■ 年で 57件発生しています。

踏切を通過するときは、直前の「一旦停止」に

よる安全確認とともにクレーンや積載物の高

さにも十分注意して、事故を防止しましょう。

【問い合わせ】

新潟市万代 2丁 目2-1
国土交通省新潟運輸局鉄道部技術第二課

色L025-2沼コー 6117
● 0● ● ● ● ● ● ●● ●● ● ● ● ●● ● ●● ● ● ● ● ● ●● ● ●●

労働保険の年度更新
手続きはお早めに

4月 1日 から5月 21日 までは、労働保険 (労

災保険・雇用保険)の更新手続きの期間です。
まだ、お済みでない方は、早めに手続きをして

ください。

なお、年度更新説明会及び記入指導会を行

いますので、事業主の皆さんにお送りしてあ

る「労働保険年度更新申告書」の封筒裏面の開

催案内をご覧いただき、ぜひご来場ください。

ご不明な点は下記へおたずねください。
◆小出労働基準監督署労災係

TEL02579-2-0241
※なお、雇用保険に関するお問い合わせは、小千谷

公共職業安定所小出出張所 (TEL02579-2-8609)

にお問い合わせください。

う
田
Ｖ

，
ｍ
ｖ

(4)

●
●



魚
沼
消
防
署
が
発
行
す
る

「消

防
年
栞
」
は
、
消
防
業
務
と
現
有
消

防
力
に
つ
い
て
集
録
し
、
消
防

ヘ

の
理
解
と
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ

る
こ
と
を
願

っ
て
編
さ
ん
さ
れ
る

も
の
で
す
。
今
回
は
、
そ
れ
を
も
と

に
救
急
事
情
の
昔
と
今
に
つ
い
て

お
話
し
ま
す
。

魚
沼
消
防
湯
沢
分
署
は
、
昭
和

４７
年
十０
月
に
、
湯
沢
町
役
場
の
横

に
開
所
さ
れ
ま
し
た
。
（平
成
４
年

十
月
に
現
在
地
に
移
転
。
）
そ
の
翌

年
の
昭
わ
４８
年
の
湯
沢
分
署
の
救

急
出
動
作
数
は
２
６
１
件
。
平
成

‐２
年
の
救
急
出
動
件
数
は
８
６
１

件
で
す
か
ら
、
比
較
す
る
と
約
３
．

３
倍
に
増
え
て
い
ま
す
。
南
魚
沼

郡
全
体
の
２
，
３
倍
と
い
う
数
字

を
上
回
る
伸
び
率
で
す
。

南
魚
沼
部
内
で
救
急
卓
で
運
ば

れ
た
方
の
出
身
地
を
み
る
と
、
郡

内
在
住
者
が
約
７
割
を
占
め
て
い

た
の
が
、
平
成
に
入
る
と
約
６
割

に
な
り
、
出
動
件
数
の
伸
び
と
と

も
に
郡
外
の
人
の
救
急
妥
請
が
増

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

９

８

７

６

５

４

３

２

１

回
）

え
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

現
在

の
救
急
事
故
種
別
の
件
教

を
湯
沢
分
署
発
足
当
時
と
比

べ
る

と
、
急
病

と

一
般
負
傷

が
非
常

に

多
く
な

っ
て

い
ま
す
。
ユ父
通
事
故

に
関
し
て
は
、
件
数
は
あ
ま
り
変

わ

っ
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
統
計
資
料

に
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
十
月

の
湯
沢
分
署

の
救

急
出
勤
を
み
る
と
、
―
１
３
件

と

数
も
多
く
、
そ
の
う
ち

２
　

　

８３
件

が
湯
沢
町

の
住

Ｈ
　

　

民
以
外

の
人
で
、
約
７３

一

９
　

　

％
を
占

め
て

い
ま
す
。

Ｈ
　

　

湯
沢
分
署

発
足
当
時

と
比
べ
て
、
高
速
道
路

６Ｈ

や
新
幹
線
な
ど
交
通
事
情
が
各
段

に
又
く
な
り
、
湯
沢
に
多
く
の
人

が
訪
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
、

気
基
に
救
急
阜
を
利
用
す
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
ま

す
。
　
　
　
　
　
，

さ
て
、
平
成
１２
年
度
も
残
す
と

こ
ろ
あ
と
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。

昨
年
５
月
か
ら
逹
載
し
て
き
ま
し

た
救
急
事
情

に
関
す
る
お
話
も
、

２０

回

日

の

今

回

が

最

終

回

と
な

り

ま

す
。

湯

沢

分
署

は
、

こ

れ

か

ら

も

地
域
の
皆
さ
ん
の
か
け
が
え
の
な

い
身
体
、
生
命
、
財
産
を
守
る
た
め

が
ん
ば
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願

い
し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
「大

切
な
人
を
守

る
」
た
め
の
救
急
講

習
会
は
、
い
つ
で
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
お
申
し
込
み
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

【
湯
沢
分
署
】

ＴＥＬ

８４

・

３

３

７

７

湯沢分署の出動件数の推移

S48  S51  S54  S57  S60  S63  H3

救急出動に占める郡内人の割合 (%)

S53 S55 S57 S59 S61 S63 H2  H4 H6  H8 H10 H12

湯沢町の事故種別 (件数と割合)

60% 80%

760

740

720

700

68.0

66.0

64.0

62.0

600

H12

S56

20% 40%

B6

八
,…
 ム

へ

ゝ

＼ 負

69 141400 251

75 78126 44

田急病 ■交通事故 □一般負傷 ■その他

100%0%
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今
年
４
月
１
日
か
ら

「特
別
支
給
の
を
齢
厚
生
年
金
」
の

定
額
部
分
の
支
給
開
始
年
齢
が

段
階
的
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

あ
な
た
の
老
齢
厚
生
年
金
は
何
歳
か
ら

支
給
さ
れ
る
か
、
ご
存
じ
で
す
か
。

平
成
六
年
の
年
金
制
度
の
改
正
に
よ
り
、

今
年
四
月

一
日
か
ら
、
こ
れ
ま
で
六
十
歳

か
ら
支
給
さ
れ
て
い
た

「特
別
支
給
の
老

齢
厚
生
年
金
」
の
定
額
部
分
の
支
給
開
始

年
齢
が
、
生
年
月
日
に
応
じ
て
段
階
的
に

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
に
伴
っ
て
、
従
来
の

「老

齢
基
礎
年
金
全
部
繰
上
げ
」
の
ほ
か
、
老

齢
厚
生
年
金
を
受
け
る
人
が
希
望
す
れ
ば

老
齢
基
礎
年
金
の

一
部
を
繰
り
上
げ
て
支

給
で
き
る

「老
齢
基
礎
年
金
の

一
部
繰
上

げ
」
の
制
度
も
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

老
齢
厚
生
年
金
は
老
後
の
生
活
を
支
え

る
大
切
な
も
の
で
す
。
改
正
の
ポ
イ
ン
ト

を
き
ち
ん
と
知
っ
て
お
き
ま
し
よ
う
。

「特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
」
は
定
額

部
分
と
在
職
中
の
給
料
の
額
を
反
映
し
た
比

例
報
酬
部
分
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
四
月

一
日
か
ら
、
こ
の
定
額
部
分
の

支
給
開
始
年
齢
の
段
階
的
な
引
き
上
げ
が
行

わ
れ
、
昭
和
十
六
年
四
月
二
日
～
昭
和
三
十

四
年
四
月

一
日
に
生
ま
れ
た
男
性
、
昭
和
三

十

一
年
四
月
二
日
～
昭
和
三
十
九
年
四
月

一

日
に
生
ま
れ
た
女
性
は
、
生
年
月
日
に
よ
っ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
下
の
表
の
よ
う
に
定
額
部
分

の
支
給
開
始
年
齢
が
変
わ
り
ま
す
。

報
酬
比
例
部
分
は
、
従
来
ど
お
り
六
十
歳

か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
の
で
、
改
正
後
の
老
齢

厚
生
年
金
の
支
給
は
右
の
図

の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

六
十
五
歳
か
ら
は
、
老
齢
基
礎
年
金
に
老

齢
厚
生
年
金
が
上
積
み
さ
れ
た
年
金
額
が
支

給
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
左
の
表
の
生
年
月

日
に
該
当
す
る
人
に
つ
い
て
は
、
希
望
す
れ

ば
、
六
十
五
歳
前
で
も
老
齢
基
礎
年
金
の
一

部
ま
た
は
全
部
を
繰
り
上
げ
て
支
給
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
げ
支
給
を
請
求
し

た
場
合
は
、
六
十
五
歳
か
ら
受
け
取
る
年
金

額
は

一
定
の
率
で
減

額
さ
れ
ま
す
。
こ
の

瘍
　
　
減
額
率
は
従
来
、
年

輯
　
　
単
位
で
定
め
ら
れ
て

”　　いましたが、今年

創
　
　
四
月
一
日
か
ら
は
月

躙
　
　
単
位
の
減
額
率
に
変

鵬
　
　
わ
り
、
減
額
率
が
緩

聞
　
　
和
さ
れ
ま
す
。
新
た

出　
　
な
減
額
率
は
今
年
四

勤

。
　
月

一
日
以
降
に
六
十

陛
封
　
歳
に
達
す
る
人
（昭

睡
訥
　
和
十
六
年
四
月
二
日

れ
爺
　
以
降
生
ま
れ
の
人
）

＊　
　
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

『ヽ`

0これまでのを齢厚生年金
60歳から支給       65歳 から支給
▼            ▼

●改正後の老齢厚生年金 l例 :昭和20年 4月 2日生まれの男性)

▲
60歳 から支給 ▲ ▲

63歳から支給  65歳から支給

■老齢厚生年金の支給開始年齢
β
〓
ヽ

日

日

月

月

４

４

年

年

４

９

２

２

和
和
昭
昭
¨
¨

日

日

２

２

月

月

４

４

年
年

２

７

２

２

和
和
昭
昭

性
性
男
女

,、

t″

「

ｒ

ｅ

老齢基礎年金

老齢厚生年金

男性 昭和16年4月 2日～昭和18年4月 1日
女性 昭和21年4月 2日～昭和23年4月 1日
男性 昭和18年4月 2日～昭和20年4月 1日
女性 昭和23年4月 2日～昭和25年4月 1日
男性 昭和20年4月 2日～昭和22年4鳳 1日
女性 昭和25年4月 2日～昭和27年4月 1日

生年月日
定額部分の
支給開始年齢
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国
民
年
金
保
険
料
の
前
納
制
度

√

【圏
時
】

４
月
１３
日

（金
）

受
付
…
年
前
９
時
～
９
時
３０
分

（時
間
厳
守
。
遅
れ
る
と
参
加
で
き
ま
せ
ん
。
）

抽
選
…
年
前
９
時
３０
分
～
年
後
３
時
頃
ま
で

【〈
ム
但
物
】

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

小
ホ
ー
ル

【予
約
期
間
】

①
屋
外
施
設
…
４
月
２８
日

（土
）
～
１１
月
１１
日

（日
）

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

（南
１８
面
、
北

４
面
）、
野
球
場
、
陸
上
競
技

場
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
４
面
、

少
年
野
球
場
、
運
動
広
場

②

カ
ル
チ

ゃ
―
セ
ン
フ
ー

…
４
月
２‐
日

（土
）
～
平

衛Ч

３

酌

奪

す

お
得
な
前
納
制
度
を
ぜ
ひ
ご
刹

用
く
だ
さ

い
。

Ｏ
申
し
込
み
一が
必
要
な
方

■
現
在
、
日
座
振
替
で
納
付
し
て

い
る
方

３
月
３０
日
（金
）
ま
で
に
住
民
課

国
保
年
金
係
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
４
月
中
旬
に
「前
納
用

納
付
書
」
を
お
送
り
し
ま
す
の

で
、
直
接
金
融
機
関
等
で
お
支

払
い
く
だ
さ
い
。
（前
納
の
場
合

は
、
口
座
振
替
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
）

②
申
し
込
み
が
不
要
の
方

■
昨
年
前
納
し
た
方

４
月
中
旬
に
お
送
り
す
る

「前

納
用
納
付
書
」
を
使

っ
て
納
付

し

て

く

だ

さ

い
。

■
現
在
、
納
付
書
で
納
付
し
て
い

る
方
４
月
中
旬
に
「前
納
用
納
付
言
」

と
「
４
月
分
納
付
書
」
の
２
枚
を

お
送
り
し
ま
す
の
で
、
前
納
を

希
望
す
る
場
合
は

「前
納
用
納

付
書
」
を
使

っ
て
納
付
し
て
く

だ
共
ヽ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
の

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

平
成

１２
年
度
分

の
保
険
料
は
、

平
成
ＩＳ
年
４
月
末

日
を
過
ぎ
る
と

町
が
発
行
し
た
納
付
書
で
納
め
る

こ
と
が
で

き
な
く

な
り
ま
す
。
早

め
に

納

め
ま
し
ょ
う
。

保
険

料

を
納

め

な

い
と
、
老
船
基
礎

年
金
だ
け
で
な
く
、

い
ざ

と

い

つヽ
と
き

障
害
基
礎
年
金

や

逮

族
基
礎
年
金

も

受

け
ら

れ
な
く
な

る

こ
と
が
あ
り

ま

す
。
大
切
な
あ
な
た

の
年
金
。
納

め
恙
れ

が
な

い
か
確

か

め

て
み
て
く
だ
さ

い
。

【
聞
い
合
わ
せ
】

住
民
課

国
保
年

金
係
砒
８４
・
３
４
５
３

成

４４
年

４
月

１９
日

（金
）

ア
リ
ー
ナ
、
小
ホ
ー
ル
、
柔
剣
道
場
、
研
修
室

（第

１
、
第
２
）
、
会
議
室

【注
意
事
項
】

ω
抽
選
会
へ
の
参
加
は
、
湯
沢
町
に

一
般
向

け
宿
泊
施
設
を
有
し
、
旅
館
業
を
営
む
方

の
み
と
し
、
１
宿
鴻
施
設
に
つ
き
代
表
者

４
名
限
り
。

ω
使
用
料
金
は
、
申
し
込
み
当
日
に
全
額
納

入
。

ω
予
約
は
、
１
施
設
連
続
５
日
以
内
で
、
テ
二

ス
コ
ー
ト
は
４
面
ま
で
。

側
施
設
予
約
後
の
他
者
へ
の
転
貸
は
不
可
。

【間
い
合
わ
せ
】

（財
）
湯
沢
町
都
市
施
設
公
社

租
８４

・
‐
５
１
１

な
お
、
一
般
の
受
付
は
４
月
１６
日

（月
）
か

ら
行
い
ま
す
。

（受
付
時
間
は
、
年
前
９
時

か
ら
年
後
５
時
ま
で
で
す
。
）
屋
外
施
設
は

砒
８７
，３
３
８
８
、
カ
ル
チ
ゃ
―
セ
ン
タ
ー

は
砒
８４

・
‐
５
１
１
へ
ど
う
ぞ
。

平成 13年 4月 から 1年分の納付額の比較

0● ● ● ● ● ●● ● ● ● ● 0● ● ● ● ● ● ● ●● ● ● 0● ● ● ●● ●● ● ●

中央公園・カルチヤーセンター使用料 (1時間当たり)

納付区分 月々納めた場合 前納した場合 差額

定額保険料
13,300円 × 12=

159, 600円
156,770円 2830円

定額+付加
保険料

13,700円 X12=

164,400円
161,480円 2920円

屋外施設 使用料 照明料 使用料 照明料

テニスコート 1面 800円 600円
ア
リ
ー
ナ

全面

(照明 1文U付き)
4,000円

11文丁増やすご

|とに 800円野球場 3,000円 4,200円

陸
上
競
技
場

全面 3, 000 円

2, 000 円
照
明
設
備
な
し

800 円

1日 300円

800円

2, 000 円

800円

1面 500円

半面

(照 B月 1灯付き)
2, 000円
11灯増やすご

|とに 400円トラツク

フィーサしド ステージ 1, 000円 800円

サブグラウンド 卓球・柔食」道場 000 円

000円

500円

個人での使用 小ホール

少年野球場 研修室

会議室

和室

運動広場

ゲートボール場
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□
―
プ
ウ
エ
ｒ
臨
時
職
員
募
集

【職
種
】

ロ
ー
プ
ウ

エ
ー
ガ
イ
ド

【
勤
務
時
間
】

午
前
８
時
３０
分
～
午
後
５
時
１５

分
【募
集
人
数
】

２
名
程
度

【条
件
】

■
年
船
２５
歳
以
下

■
勤
務
態
度
が
ま
じ
め
で
接
客

マ

ナ
ー
の
文

い
方

■
通
勤
可
能
な
方

【
應
募
】

履
歴
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

【聞

い
合
わ
せ
】

ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
事
業
所
総
務
係

ＴＥＬ

８４

・

３

３

２

６

☆
劇
団
ゆ
き
ぐ
に

魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指

し
て
、
昨
年
発
足
し
ま
し
た
。
演

劇
に
興
味
の
あ
る
方
、
裏
方
に

興
味
の
あ
る
方
な
ど
劇
団
員

・

ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。
（た

だ
し
、
小
学
校
４
年
生
以
上
。
）

☆
ゆ
き
ぐ
に
痣
援
団

劇
団
ゆ
き
ぐ
に
の
活
動
を
痣
援

し
な
が
ら
、
施
設
慰
聞
や
小
中

学
校
で
の
指
導
、
図
書
館
で
の

読
み
聞
か
せ
な
ど
子
ど
も
た
ち

の
育
成
や
地
域
づ
く
り
の
應
援

団
で
す
。

第
十
回
目
の
会
合
が
次
の
と
お

り
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ

る
方
は
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

新
潟
県
高
船
者
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー

（新
潟
市
上
所
２
１
２
１
２

新
潟

ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
３
階
）
で

は
、
お
年

寄

り

や

そ

の
家

族

の

方

々
が
抱
え
る
悩
み
ご
と
や
趙
配

ご
と
に
つ
い
て
の
電
話
相
談
を
お

党
け
し
て

い
ま
す
。
ご
利
用
く
だ

共
ｔ
い
。

【
相
談
時
間

。
電
話
番
号
】

月
～
金
曜
日

（休
日
除
く
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

砒
０
２
５
ｏ
２
８
５
ｏ
４
１
６
５

※
相
談
は
無
料
で
す
。

０
内
は
町
内
、
保
護
者
名
（軟
称
略
）

ゆ

う

た

半
沢
　
優
太

（松
川
、
悦
史

・
智
怠
美
）

ま
さ
ひ
ろ

荒
川
　
真
大

（石
白
、
十
歳

・
小
由
美
）

あ

や

な

矢
崎
　
郁
素

（十
子
、
工
毅

。
希
美
子
）

ゆ

う

と

白
井
　
優
隼

（石
白
、
昭
夫

。
直
美
）

り
　
の

詢
要
　
璃
乃

（下
熊
野
、
政
幸

・
怠
）

小
沢
あ

い
か

（米
町
、
勇
雄

・
真
実
）

此
川
　
鯨

（
一
≧
町
、
孝
悦

・
喜
代
美
）

４
日

（水
）

相
談
員

【
日
時
】

４
月
岬
日

（木
）
午
後
７
時
～

【
会
場
】

六
日
町
公
民
館

（文
化
会
館
内
）

【
聞

い
合
わ
せ
】

六
日
町
生
涯
学
習
課

ＴＥＬ

７３

・

６

６

１

０

昨
年
３
月
に
発
刊
し
た
湯
沢
町

史
・
双
書

犀
ヨ
の
湯
沢
」
を
好
評
に

つ
き
増
利
し
ま
し
た
。
ご
希
望

の

方
は
お
求

め
く
だ
さ

い
。

【
販
売
期
間
】

３
月
岬
日
（月
）
～
売
り
切
れ
次

第
終
了

【
販
売
場
所
】

湯
沢
町
公
民
館

湯
沢
町
史
編
さ
ん
室

湯
沢
町
歴
史
民
俗
資
料
館

（雪

国
館
）

【
販
売
価
格
】

１
　
０

０

０
円

日
日

（水
）

相
談
員

井
熊
　
参
夫

高
橋
ト
ミ
エ

‐８
日

（水
）

相
談
員

橋
本
　
秋
治

工南

こ
玄

ミヽ

ヨ

ンヽ

２５
日

（水
）

相
談
員

高
橋
　
式
成

杉
本
　
才
枝

【
会
場
】

福
社
セ
ン
ダ
ー

※
時
間
は
午
後
―
時
～
４
時
で
す
。

時
間
中
は
、
電
話

（租
８４
・
４
１

１
３
）
で
の
相
談
も
で
き
ま
す
。

ｒｉ

Ｏ

橋
本
杉
本

秋

治

芳

枝

―

…

⑬

子庁て相談教室

湯沢田丁の子育て支援の一環として、就

学前の子どもたちとその保護者を対象

に①臨床心理士②言語指導専門員ガ町

内各保育所・保健センターを会場に相談

教室を開きます。

子育てに関する心配事の解消やお子

さんのより良い成長のためにご利用く

ださい。

【相談内容】

①子どもの心の発達、子どもへの関わ

り方、育児不安

②発音がはつきりしない、どもり、言

葉ガ遅い

【申込・間しヽ合わせ】

子育て二支援センター T[[80-6163

保健センター    TEL 84-3149
または各保育所までどうぞ。

劇
団
ゆ
き
く
に

・
ゆ
き
ぐ
に
応
援
団

ス
タ
ッ
フ
募
集

お
年
寄
り
の
よ
ろ
ず
相
談

む
し
歯
ゼ
ロ
の
お
友
だ
ち

３

・
６
「
３
歳
児
歯
科
健
診
」

４

月

一

日

４

月

（に

よ

し

し
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～ ～

※問い合わせ 住民課環境公害係□84-3453

※問い合わせ 保健センター□84-3149

※問い合わせ 保健センター□84-3149

の

み 収 集し

区 分 出 し 方 湯  沢  東 湯  沢  西 土 樽 ・神 立 二 国 ・ 三 俣

可 燃 ご み (注)のとおり。 O・ ①・④ (30日は休み) ① 。○ 。①

ダ ン ボ )レ 紐を十字にか

(する。

12日・ 26日 10日・ 24日 13日・ 27日 11日・ 25日

新聞・雑誌・チラシ 5日 3日 6日 4日

ペ ッ トボ トリレ
不燃ごみ指定

袋に入れる。

袋を二重にし

ないこと。

19日 17日 20日 18日

空   き  缶 3日 5日 4日 6日

空 き び ん 10日 12日 11日 13日

その他の不燃ごみ 17日 19日 18日 20日

(注)事業系可燃ごみは黄色の指定ごみ袋で、一般家庭の可燃ごみは指定された方法で出すようお願いします。
◎ガラス等 (その他の不燃ごみ)は、新聞紙等に包んでから指定ごみ袋に入れて出してください。
◎ぺ ン`トボトルを出すときは、よく水洗いしてください。

◎ごみの重さは 10Kg以下とし、収集日の午前 8時まで (時間厳守)に収集場所へ搬出してください。
◎毎月29日 は、曜日にかかわらず収集はお休みです。ご注意ください。

保 健 衛 生 行 事
日 種 目 対 象 時    間 △

場

3の ふ れ あ い サ ロ ン 精神に障害をお持ちの方 10:00ハΨ14:00 総合福祉センター

5⑥ リ   ハ   ビ   リ 訓練参加者 13 :30ハΨ15:30 保 健 セ ン タ ー

10⑪ 精 神 保 健 相 談 申込者 13:30-15:30 六 日 町 保 健 所

1l ① 1歳 6ヵ 月 児 健 診 Hll年 8・ 9月 生まれ 10:00集合 保 健 セ ン タ ー

19⑥ リ   ハ   ビ   リ ヨ|1練参加者 13:30-15:30 ′′

20④ ふ れ あ い サ ロ ン 精神に障害をお持ちの方 10:00-14:00 総合福祉センター

25⑪ 乳 児 健 診 H12年 6・ 12月 生まれ 13:00集合 保 健 セ ン タ ー

予 防 接 種
日 種 類 対 象 時    間 △

Ａ 場

3の

日 本 脳 炎

初回として 1～ 4週間の間隔で 2回接種し、約
1年後に追加として 1回接種します。

(初回)H9年 4月 2日～ H10年 4月 十日生まれ
(追加)H8年 4月 2日 ～ H9年 4月 1日 生まれ

14:00ハ彰15:00

(予防接種カレン

ダーの時間と異

なりますガ、で

きるだけこの時

F9]においでくだ

さい。)

湯沢町国保診療所

2      階
集 団 検 診 室

5⑥

10①

12⑥

24の

26⑥

ポ  リ オ
春と秋に 2回接種します。
(初回)H12年 7月 1日～ H13年 1月 31日 生まれ
(追加)H12年 2月 1日 ～ H12年 6月 30日生まれ

5/8①
5/10⑥
◎持参するもの :母子手帳、予診票、受診券、体温計、筆記用具

◎必ず実施時間内に来所してください。接種料金は無料です。
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日 受 付 時 間 内  科 外  科

10
9:00  ハΨ 16:00

18:00～翌朝 6:00

休 日 救 急 診 療 所

ゆきぐに大和総合病院

匝劉73 - 6688

□ 77 - 2111

休 日 救 急 診 療 所

ゆきぐに大和総合病院

70
12:00  ～ 18:00

18:00～翌朝 6:00

城 内 病 院

ゆきぐに大和総合病院

匝電75 - 2009

煙副77 - 2111

ゆ きぐに大和総合病院

ゆきぐに大和総合病院

80
9: 00  ～  16:00

18:00～翌朝 6:00

休 日 救 急 診 療 所

六 日 町 病 院

匝∃73 - 6688

題872 - 7111

休 日 救 急 診 療 所

六 日 町 病 院

14①
12:00  ～  18:00

18:00～翌朝 6:00

診 療 所

町  病  院

つ く  し 匝∃79 - 3198

煙∃72 - 7111

日

日

町

町

病

病

院

院

150
9:00  - 16:00

18:00～翌朝 6:00

休 日 救 急 診 療 所

ゆきぐに大和総合病院

匝∃73 - 6688

題∃77 - 2111

休 日 救 急 診 療 所

ゆきぐに大和総合病院

210
12:00  ～ 18:00

18:00～翌朝 6:00

萌 気 園二 日町診 療 所

ゆきぐに大和総合病院

匝∃78 - 0088

□ 77 - 2111

ゆきぐに大和総合病院

ゆきぐに大和総合病院

220
9 : 00  ハΨ  16:00

18:(Xl～翌朝 6:00

休 日 救 急 診 療 所

六 日 町 病 院

匝∃73 - 6688

恒丑72 - 7111

休 日 救 急 診 療 所

六  日 t町  病  院

280
12: 00  ハΨ  18:00

18:00～翌朝 6:∞

湯 沢 町 診 療 所

六 日 町 病 院

匝∃84 - 2303

匝雪72 - 7111

ゆきぐに大和総合病院

ゆきぐに大和総合病院

290
9:00  - 16:00

18:00～翌朝 6:(Xl

休 日 救 急 診 療 所

ゆきぐに大和総合病院

匝∃73 - 6688

日 77 - 2111

休 日 救 急 診 療 所

ゆきぐに大和総合病院

300
9:00  ハΨ 16:00

18:00～翌朝 6:00

休 日 救 急 診 療 所

六 日 町 病 院

匝∃73 - 6688

煙972 -7111

休 日 救 急 診 療 所

六 日 町 病 院

4月の救急診療当番
※問い合わせ 日曜・祝日◇休日救急診療所 TEL 7 3-6688

その他の日E〉魚沼消防本部  TEL 8 2-1211

※脳神経外科の休日救急医療吟斎藤記念病院 ll1 7 3-5111

前

紙

ご
結
皓
お
め
て
と
ラ
ご
さ
い
ま
す

点
検
整
備
の
た
め
、
４
月
９

日

（月
）
～
２６
日

（木
）
の
間
運

休
し
ま
す
。
コ
マ
ク
サ
の
湯
も

同
時
休
業
と
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

諏
訪
）

（山
形
県

・
酒
田
市
）

３
月
１３
日

　

山
崎
　
雅
史
　
さ
ん

（
高
橋
）
久
美
子

さ
ん

お
誕
生
お
め
て
と
う
ご
さ
い
ま
す

３

月

４

日

３

月

７

日

春
喜

さ
ん

桃
花

さ
ん

２
月
１２
日
　

期
持
　
　
寛
　
さ
ん
　
（松
川
、
７５
歳
）

３
月
６
日

　

田
村

　
政
守

さ
ん
　
（楽
町
、
９４
歳
）

３
月
１１
日
　

並
木

　

テ
ル

さ
ん
　
（中
里
、
８５
歳
）

※
類
似
文
字
で
表
記
す
る
場
合
ガ
あ
り
ま
す
①
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
広
報
に
掲
載
し
て
ほ
し
く
な
い
場
合
は
、
届
出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

＼
、
ヽ
ヽ

田
村

井
熊

（谷
地
、
雅
彦

・
綾
子
さ
ん
）

（幅
下
＼
孝
男

・
ひ
ろ
み
さ
ん
）

>゛

し

ま

■

―
プ
ウ
エ
ー
運
休
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